
20 - 30
15 - 6
24 - 20

Ｃ 26 - 14
Ｍ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 1 2 3 5 3 4 0 0 5 5 2 1 0 0
13 * 1 5 1 2 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0
16 * 1 1 10 15 2 6 0 3 4 7 1 1 0 0
20 * 1 6 4 8 2 3 1 0 3 3 1 1 1 1
30 * 0 0 3 5 1 2 0 5 7 12 0 3 0 0
6 0 0 0 2 7 3 4 1 1 2 3 3 2 0 0
9 0 1 1 0 0 0 2 1 0 0 0 2 0 0 0
19 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 0 0 0
23 0 0 0 5 8 3 4 2 4 3 7 0 2 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 1 2 0
5 16 28 50 14 26 5 14 25 39 10 11 2 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 * 0 0 2 4 1 2 3 0 1 1 0 2 2 0
14 * 6 18 7 7 0 1 2 1 3 4 1 1 1 0
56 * 0 3 3 11 0 0 1 2 2 4 2 2 2 0
71 * 0 0 2 5 0 0 2 3 3 6 0 2 0 0
99 * 1 6 3 8 0 0 5 2 4 6 0 2 0 0
8 0 0 4 0 0 0 0 2 1 0 1 2 1 1 0
17 0 0 1 2 8 0 0 4 5 7 12 1 2 0 0
27 0 2 3 2 4 0 0 1 0 0 0 1 2 0 0
47 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 2 0 2 0
9 35 21 47 1 3 20 14 20 34 7 14 6 0

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点　4　 勝ち点　0

試合ＮＯ 236

85 70

敗チーム

神戸学院大学

男子

戦評
【総括】
今リーグ戦未だ調子が上がりきらない神戸学院大学と、あと数試合でで下位リーグか上位リーグかが決まる大事な一戦と
意気込むびわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学とのカードとなった。序盤は両チーム3Pシュートで得点を重ねた。序盤は勢いがあった神
院大だが、シュートが落ちだすと得点が止まってしまった。びわこは堅いディフェンスから速攻など安定したオフェンスを展
開し、追い上げる神院大の勢いををくい止めた。
【第1ピリオド】
　神院大は絶好調の#14酒居を中心にキレのあるオフェンスを展開した。#99佐藤も負け続けているチームを力強いパワー
プレイで引っ張った。それに対し、びわこはスピード勝負を挑み、#7西尾を中心に速攻をみせ、さらにリバウンドからアウト
サイドへさばき、3Pシュートを沈めた。第1ピリオド終了2分前、神院大#14酒居が3本連続3Pシュートを沈め、さらに#56中
村がスティールから速攻を決め、流れを完全に掴んだ。びわこはたまらずタイムアウトを取り、ベンチワークで流れを止めよ
うとした。しかしそれでも神院大の流れは止まらず、タイムアウトが明けると#14酒居がさらに3Pシュートを決めてみせた。第
1ピリオドだけで17得点と大活躍で次のピリオドへ挑んだ。
【第2ピリオド】
第2ピリオドが始まると、びわこの注目ガード#6冨岡を投入し、落ち着いたバスケットをしようと試みた。#14冨岡は常に
ディフェンスからと周りを励まし、声をかけ続けた。するとびわこのディフェンスが大きく機能し、神院大のオフェンスに陰り
が見え始めた。ドライブからアウトサイドへ、さらにそこから再びインサイドへと相手を翻弄し、開始5分で3点差まで詰め
寄った。すかさず神院大はタイムアウトをとり状況を立て直そうと試みた。しかしびわこは#16辻本のバスケットカウントや、
#30石橋のレイアップなどでさらに加速し、前半の追い上げを帳消しにした。神院大は大失速し、第2ピリオドで6得点しか
取ることができなかった。
【第3ピリオド】
第3ピリオドが始まってもびわこの勢いは止まることはなく、#13保科がバスケットカウントを決めるなどさらに勢いづいた。
追いつかれた神院大は前半同様、#14酒居、#99佐藤を中心に攻撃を立て直した。#14酒居はドライブからアシストや、自
らリングへ向かい得点を重ねるなど追いつかれた状況をなんとかくい止めた。それに便乗し、キャプテン#17堀後も連続で
オフェンスリバウンドへ絡み、ボールへの執着心を駆り立て、後半シュートがリングに嫌われた#14酒居のシュートもことごと
くリバウンドを取ってみせた。しかしまたも神院大の流れをとめたのが#6冨岡だった。味方のスティールから速攻を確実に
決め、さらに掛け声でチームに力を与えた。終了間際、#99佐藤が3Pシュートのブザービートを決め、会場をどよめかせ
た。終わった時点で神院大が3点ビハインドという大接戦となった。
【第4ピリオド】
第4ピリオドが始まると#99佐藤がイリーガルスクリーンと、リバウンド争いでルーズボールファウルを連続で犯してしまい、
個人ファウルが4個になったため持ち味の力強いプレイに制限がかかってしまった。そこを見逃さず、びわこはアクセル全
開で攻守ともにアグレッシブなプレイをした。#20高石の華麗なビハインドバックパスから#23石田のゴール下シュートや#6
冨岡のシュートクロックギリギリの鋭いドライブから#16辻本のゴール下シュートなどで点差を広げた。点差が13点差となっ
たところで神院大はタイムアウトが取ったが、一足遅く、終わってみれば、15点差と70-85とびわこが勝利した。

主審

関西学生バスケットボール連盟

礒谷　隼也(甲南大)戦評谷　隆正 副審 佐藤　慎士

記録

２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2014.09.21
びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学開始時間 10:00

会　　場 大坂商業大学体育館

保科 涼平 5 16

高石 康平 13 33

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

西尾 優希 12 24

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

0 - -

7 23

辻本 龍太朗 25 34

0 -

0 -
-

山口 大地 0 8

石橋 知裕 7 28
冨岡 大晃

-

石田 浩平 13 17

部屋 翔大 3 8
田渕 悠人 0 7

-
0 - -

合　　　計 85

0 -

200
RATE 31.3% 56.0% 53.8%

神戸学院大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 中村　友亮

多賀 誠 5 16

ST MINTO AS

溝口 颯人 0

伊藤 康貴 4
中村 公亮 6

REBOUND３Ｐ BS

酒居 奎太 32 38

11

RATE 25.7%

-

-

44.7% 33.3%
200

0

堀後 昌平 4 32

0 - -

中田 啓介 10 16
宮本 祐輔 0 1

２０１４年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach: 山下　新樹 -
合　　　計 70

0 -
0 - -

-
-

0 - -
0 -

16
佐藤 将也 9 31

37


